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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館（弁天２-１-５），港区民センター（弁天２-１‐５），港近隣センター（八幡屋１-４-２０），港区老人

福祉センター（夕凪２-５-２２），弁天町ＯＲＣ２００生涯学習センター（弁天１-２-２-700），銭湯（朝日湯除

く），港区在宅サービスセンターひまわり（弁天２-１５-１），築港地域在宅サービスステーション（築港

２-４-１６），港スポーツセンター（田中３-１-１２６），ほのぼの休憩所（八幡屋商店街内），石炭倉庫（波除６

-５-１８），シネ･ヌーヴォ（西区九条１-２０-２４），韋駄天尊（繁栄商店街内），珈琲館隠岐（磯路３-２５-６） 
 

 
 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★大切なのは「何のためにやるのか」。これが

分かれば、ほとんどの人は「反対」せざるを得

ないでしょう。「市民のため」ではなく「財界の

ため」。ここに都構想の狙いがあることを、か

なり紙面をさいて（１～６頁）強調してますので、

しっかり読んでしっかり投票して下さいね。 

★その都構想「反対」を５月の空高くアピール

したのが「港地域メーデー」(1８頁)。他にも平

和・福祉・原発－と大事な問題がぎっしり。実体

なき景気に踊らされず、怒りを込めてシュプレ

を叫ぶ労働者の凛々しい顔が印象的でした。 

★凛々しいといえば、こちらは半世紀の年季

を誇る港区民剣道大会（２８頁）。道着で対峙す

る姿もさることながら、突然インタビューにも

快く応じる態度の爽やかさ。毎年のことながら、

日本人の品格に心洗われる取材でした。 

★日本の品格といえば、２つの芝居が心に残り

ました。片や明治維新での日本の独立を描い

た『動けば雷電の如く』（３７頁）。片やネズミ社

会に託して安易なアメリカ崇拝を風刺した『ハ

ウチュウウラブ』（３８頁）。アメリカの顔色しか

見ない首相や市長にこそ見せたかったな。 

★遂に故国の土を踏んだ杉原さん（４２頁）。９

回に及んだその迫真の語りから、次世代に平

和を！との熱意が読者に伝わったことでしょ

う。お疲れ様でした。次回からの語り手募集！ 
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